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第13回亘理町議会9月定例会を9月1日から9月19日までの19日間
の会期で開き、平成29年度一般会計補正予算など34件の議案を
審議しました。また、9月定例会では、28年度一般会計並びに特
別会計の決算審査のため、決算審査特別委員会を設置し、審査
しました。決算審査特別委員会では、木村みつるは、主に収入
及び商工業の振興を中心に質疑を行いました。9月定例会で可決
された、主な議案と木村みつるが行った一般質問を紹介します。

条例制定・改正等

井上義久幹事長ときずなポート亘理にて

予算審査特別委員会

鳥の海公園の整備について
問
鳥の海公園はどのような場所であってほしいと考え
ているのか。
町長
スポーツの交流拠点として町内外からの利用者も見
込めるような施設の充実を図るとともに、わたり温
泉鳥の海と連携して亘理町の一大観光拠点として交
流人口の拡大を図っていきたいと考えています。
問
鳥の海公園にユニークで集客力のある遊具を設置し
ては。
町長
災害復旧工事の進捗を見ながら十分に検討したうえ
で設置していく方向になろうかと思います。
問
鳥の海グラウンドの集客見込みは。
町長
平成30年度以降にシャワー室を完備した更衣室兼管
理棟、現行掲示板、照明灯などの設置計画があるの
でさらなる集客の増が見込めます。

障害者差別解消法施行に伴う対応について
問
公共施設のハード面において障壁の撤廃はどのよう
に行われているのか。
町長
建物の物理的な妨げに対しては対応可能なところか
ら整備しております。対応が困難なところは職員が
適切かつ丁寧な対応をしています。
問
合理的配慮の具体的事例を盛り込んだ対応要領の策
定は。
町長
平成29年4月より施行対応しています。
問
対応要領の研修は。
町長
班長以上に研修予定です。
問
新入職員の研修体系に盛り込んでは。
町長
今後は、新入職員へも研修していきます。

■亘理町農業委員会委員定数変更と農地利用最適化推進委員の定数に関する条例
（農業委員会の委員とは別に現場活動を担う農地利用最適化推進委員を設置するための条例です）

■亘理町手数料条例の一部改正
（農地台帳の一部閲覧や農地台帳記録事項要約書の交付等を行うにあたり関係手数料を追加するため
の改正です）

■亘理町介護保険条例の一部改正
（介護保険に掛かる調査についての範囲を拡大するための改正です）

木村みつるが行った一般質問
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木村満プロフィール亘理駅・逢隈駅で
【朝のあいさつ運動】をしています！

平成28年度一般会計・特別会計決算認定！

■交流人口増加を図る①
ＰＲＣＭを仙台空港の就航地及び
首都圏の映画館で上映

（1,040万円）

■子育て支援①
児童福祉施設運営補助金

（2,169万円）

■教育支援
指導主事による学校現場への指導助言
により学力向上や学校運営上の課題解
決を図った。 （1,270万円）

■避難道路の整備
避難道路各所の新設・整備を
行った

（13億2,217万円）

■地域活性を図る
空き店舗を活用する創業者
を支援（1か月分）（年度ご

との予算の為）（2.5万円）

■子育て支援②
病児保育施設整備等補助金

（1,017万円）

■交流人口増加を図る②
ギネス世界記録に挑戦！いちご
の一斉摘み取りイベント

（690万円）

一般会計支出総額１７8億8０００万円
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■公共ゾーン整備事業
新庁舎・保健福祉センター基本
設計委託料

（2,035万円）

トピックス
総務常任委員会として、次の2点が重要な課題ととらえ視察調
査しました。
① ゴミの減量化
新しくなったごみ処理施設の負担軽減、延命化、及び財政負担
軽減のため、ごみの減量化は重要な課題であり、県全体でごみ
減量化を推進している長野県の上田市、飯山市の取り組みを行
政視察しました。
② デマンドタクシー
当町においてデマンドタクシー導入検討が進むなか、同事業の
先進的な取り組みを行っている埼玉県東松山市と寄居町を視察
しました。今後も、町民の民様のご期待に応えられるよう町の
行財政運営について、チェックと提言をしていきます。

木村の活動

■さざんか号の運行
交通弱者の移動手段の確保と交
通空白地帯の解消の為町民乗り
合い自動車を運行

（1,252万円）

10/7に開催された水産まつり


